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（一社）山梨県サッカー協会 4 種委員会 

2025 令和７年度 第 7 回理事会 議事録 

 

〈会議の名称〉 

理事会 

〈会議の日時〉 

20２６年３月６日（金）午後７時～9 時３０分 

〈場所〉 

押原公園管理棟 ２階 会議室 

〈出席者〉 

◇鈴木和幸委員長（甲府） ◇窪田圭司副委員長（峡北） ◇中込和義副委員長（峡中） 

◇三澤純副委員長（郡東） ◇近藤暁副委員長（郡南）  ■高根啓介理事（郡南） 

◇戸田昭人理事（峡中）  ■望月一徳理事（峡中）  ◇廣瀬幸司理事（峡東） 

■野口徹理事（郡東・フットサル）  ◇野村善仁理事（甲府）  ◇神取一弘理事（甲府） 

◇沼中秀司理事（峡東）  ◇平賀 潤理事（峡北）  ◇佐藤勇人事業運営部長 

◇大森  充審判部長     ◇佐野 新技術委員長  ◇横森潔キッズ部長 

◇清水たけみ女子担当 

（◇出席者） 

 

進行： 三澤 純 副委員長      議事録：郡東地区 

 

１ 委員長挨拶 

・年度末最後の理事会となる、改選期に対する準備に遅れが生じているが進めていく。 

 

２ 報告事項 

(1)専門部・委員会報告 

【事業運営部】 

・なし 

 

【審判部】 

・3 級のブラッシュアップを 3 月に予定している。 

・8 人制審判 (1 人審判導入の振り返り) 

・新ルールとオフサイドの確認 

 

【技術部】 

・4 種技術委員会ミーティング 

・技術員による選抜大会振り返りを行った。 U-12・U-10・・・・（別紙⑩） 

・技術委員会の取組みとして、GK の育成も含まれるという認識を共有した 
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・3 月最終県トレに対する選手及び指導者派遣に感謝する。 

・関東選抜大会のお礼と感謝 

・山梨県選抜 U-10 大会の参加費を U-12 と同様に徴収することとした。 

 

【広報部】 

・2026 年度チーム継続申請がスタートしている、期間は 2/13～3 月末 

・お問合せがあれば広報部へ 

 

【キッズ部】 

・YFA キッズフェスティバル in 甲府 3/8 

・参加人数 41 名、YFA グラスルーツ担当横森・堀内他・YFA 役員も参加 甲府スタッフの協力 12 名

で行った。 

・城西高校キッズインストラクター講習会を実施する。 

 

【フットサル部】 

  ・なし 

【リーグ運営委員会】 

・リーグ運営委員会 3/7(土)初狩憩いの公園にて入替戦を実施する 

 

【女子担当】 

・3 月 1 日 U-12・15 交流フェスティバル実施、U-15 のチーム紹介 

・甲府市中体連で活動している女子を中心に北東中（河野）で活動を開始した。周知するので参加を

検討してほしい。（関東で試合を設ける） 

 

(2) 関東 4 種委員会  

●JFA ガールズゲーム派遣審判アンケート・・・（別紙①） 

・女性審判の増加、姉妹、親子で活動している例もある。 

・関東での交流をポジティブに捉えた回答が多く見受けられる 

 

① 2025 第 2 回関東選抜 U-12 ガールズサッカー大会  （別紙①） 

・令和８年２月２１日（土）、２２日（日）＠茨城県ひたちなか市総合運動公園 

・山梨県選抜 3-3 山形 TCU12、 4-2 秋田県 TC、 1-2 埼玉県 TC リプラ 

2-2 神奈川県 TC ラソ、 0-6 茨城県 TCBlue  

4 位トーナメント 1 位（１４位/２４） 2-1 神奈川県 TC リアン、０－１埼玉県 TC ジェミニ 

一戦一戦成績を上げていくことが出来ました。 

 

② 第３６回関東選抜 U-１２サッカー大会・・・・（別紙②） 

・令和８年２月２８日（土）、３月１日（日）＠群馬県コーエィ前橋フットボールセンター 

・各都県選抜・2 チーム 計 16 チーム 
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・推薦チーム：青森、秋田、山形、岩手、宮城、福島、長野、新潟 計 8 チーム  合計 24 チーム 

・山梨県グレープは 10 年ぶりにベスト 4 という結果を残すことが出来ました。 

・強風の中での試合を行ったが、準決勝東京パープルと対戦は素晴らしかった。 

・多彩な才能を生かして新しいポジションをこなすなど成長につなぐことが出来る采配がみられた 

・3 ピリオド総入替毎回全員出場という一貫した姿勢でつかんだ結果・経験はこれからの選手皆さ

んの成長につながる。 

 

③ 2026JA 全農杯関東大会・・・・（別紙③） 

・2026 年 3 月 14 日(土)、15 日(日) 栃木県佐野市清酒精華スタジアム 

・山梨第 1 代表：フォルトゥナ U-12  第 2 代表：U スポーツクラブ 

・５月の全国大会につながる、まずは関東大会でベスト 3 に入ることを目的に健闘いただきたい 

 

④ JFA4 種タスクフォース連絡会について 

■2/21 ひたちなか市 

（布 JFA ゲーム環境部 4 種担当、8 都県委員長、中丸関東 4 種技術委員長） 

・JFA では、今後の育成年代のゲーム環境ついて検討している。 

・関東 4 種委員会との意見交換を含め現状把握したい。 

・ゲーム環境部会タスクフォースは、分科会として U12/U15/U18 の３カテゴリーで活動。 

・タスクフォースの決定は JFA 理事会で最終判断の予定。そのため、分科会等で決定したことが全

てとはならない可能性がある。 

・少年サッカー改革の経緯：2006 年頃からゲーム環境改革（１１人制→８人制、夏→冬開催）。

2011 年以降８人制の全国大会が定着。全国大会の現場の出場機会不足が顕在化。 

・リーグ重視政策との整合を保ちつつ、全国大会等（カップ戦）の改善を継続検討。U-18 はプレミ

ア化、U-15 も地域トップ中心へ再編を検討。 

・U-12 の課題（JFA より） 

(ア)  出場機会保障（補欠ゼロ） 

(イ)  試合方式を 3 ピリオド制・前後半案など 3 月中に提案 

(ウ)  補欠ゼロの方向性を決定するまでの検討 

 

■2/28 コーエィ前橋（8 都県委員長、柳澤関東 4 種審判部長） 

(ア)  3 ピリオド制と前後半制の検討 

(イ)  エントリー人数の検討 

(ウ)  3 ピリオド制の実施方法検討 

(エ)  データ整備説明責任 

    ・3 月 14 日(土)12 時～第 5 回関東 4 種委員長会議でも協議する。 

 

(３) 山梨県 FA 

① YFA 種別ヒアリングについて 

・今年度の事業、予算等の検証と来年度の向けた意見交換 
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・3 月 5 日（木） 押原公園管理棟 1F 小会議室  ・午後 7 時～ 

・FA：会長、副会長、事務局長、財務担当、専務理事 

・4 種：委員長、副委員長、会計担当者が出席 

会計諸課題、協賛社の募集、JFA 一括補助金の行方、4 種委員会の 2026 年度活度基本方針 

の説明、予算案などの説明とディスカッションを行った。 

4 種委員会の予算について 2025 年度の決算が非常に厳しい状況がある。定期総会や評議員

会などで状況を説明・理解を得ていく。 

 

(４) その他 

  ・なし 

 

３ 協議事項 

 

(1)  ニッサングリーンカップについて・・・・(別紙④) 

・閉会式 ・３月８日(日) 押原公園天然芝 G 

・YBS テレビ中継  解説担当者：佐野新（山梨県サッカー協会 4 種技術委員長） 

・YFA4 種優秀選手賞表彰式・・・閉会式終了後 同会場にて実施 

・マッチミーティング 準決勝終了後 9:50、 決勝 10:30 

・3 決は審判担当者がいない 

・キッズプログラムと重なる（駐車場の配慮） 

・優秀選手表彰・・・閉会式終了後 

 

(2)  U-12 リーグについて・・・・・・（別紙⑤） 

① リーグ全体会開催 

・3 月 4 日（水） 午後 7 時～  リッチダイヤモンド総合市民会館（甲府市朝気） 

・2026 年度の U-12・U-10 参加希望を集計 google フォーム利用 

・双葉の複数エントリー 

・FCSABIO の参加 

 

■レギュレーション整備 

 

■複数エントリーチームのチーム内エントリー選手移動について 

・前期・後期の各 1 回のみ移動可能とする。 

前期（U-12）・後期（U-11）ともに短期リーグ（前期 5 日間・後期 6 日間）であることから、頻繁

な選手移動は育成の安定性やリーグの公平性を損なう可能性が高いと判断せざるを得ない。 

移動できる人数についても制限する。 移動を明確にする方法としてエントリー票の再提出によりグ

ループ内周知及びリーグ運営委会の了解が必須とする。 

・年度途中移籍との違い、年度を通じた選手登録・登録チーム間の移籍の枠組みを定めたもので

あり、同一クラブ内で複数エントリーしたチーム間の移動を想定した規則ではない。 
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② 入替戦について・・・・HP 掲載済み 

■リーグ戦の入替戦のチーム数について 

・3 月 7 日（土） ・会場： 初狩憩いの公園 

入替戦対象となるチームは 12 チーム 

 前後半、各 20 分（40 分） 

 審判はチーム帯同審判で行う 

 運営は役員と会場提供関係者で行う 5～6 名程度 

１．アロンドラ FC の P 希望により、G 最上位昭和町 SSS 自動残留とした。 

（１１チームで６枠） 

２．石和 SSS の P 希望により入替戦対象チームが１１から１０に減少 

（１０チームで６枠）を争う 

３．Ｇ上位のラーゴ河口湖，Ｐグループの最上位のスペリオールＦＣはＧグループへ 

４．残りの８チームで４枠を争う対戦となりました。 

 

③ リーグ後期結果～表彰について・・・・・(別紙⑤-2) 

・定期総会時に表彰する。  

・表彰物は 3 月に手配する。 

・成績結果の決定  3 月 9 日が最終決定となるグループがある。 

・複数エントリーフィ総会時に徴収 

 

(3)  2026 年度 4 種委員会事業カレンダー・・・（別紙⑥） 

・小瀬補助会場 10 月以降の一次予約分は 4 月以降に再度調整の為保留 

・2026 山梨県選抜 U-12 期日 12 月 20 日(日)シルク 

・県トレ 12 月 13 日(日)シルクへ変更  同日小瀬補助一次予約（保留） 

・未定の会場については地域に協力を依頼する。 

 

(4)  nanahoCup 関東予選について 

・6 月 7 日(日) シルク 8-17 

・6 月 14 日(日)小瀬補助 

・最終日 6 月 28 日(日) 未定 

・参加希望の期限～スケジュールについて 

・3 月中旬に参加希望をとる 

・大会要項 

・協賛社イベント「公式アカウント SNS 企画」について・・・(別紙⑦) 

 

■予選リーグにおいて、不戦試合が生じた場合の順位決定については下記の通りとする。 

・現行方式（全試合除外）を維持することとし、不戦敗発生時の扱いを大会要項に明記する 

・ワイルドカード選考にも同じ基準を適用する。 

・例外規定を設けず、機械的に処理できるルールにする。 
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(5)  2026 年度定期総会について 

・2026 年 4 月 11 日(土)  昭和町総合会館 ２時～   

・チーム受付１時３０分・・・・役員集合 12 時 30  駐車場 50 台（乗合せての来場を依頼） 

・総合会館駐車場が満車の場合、体育館駐車場の使用可能です。 

① 次第 

②2025 年度事業報告 

③2025 年度活動基本方針の検証 

④各専門部事業報告 

⑤2025 年度決算書 

⑥2025 年度特別会計決算書 

⑦各専門部決算書 

⑧2026 年度各地区役員名簿（案）・・・・(別紙⑧) 

⑨2026 年度 4 種役員・専門部役員・各委員会役員名簿（案） 

⑩２026 年度活動基本方針（案）・・・・・(別紙⑨) 

⑪２０２６年度事業計画（案）・・・・・(別紙⑨-2) 

⑫各専門部事業計画（案） 

⑬２０２６年度予算（案） 

⑭各専門部予算（案） 

 

【定期総会に向けた資料提出依頼】 

■2026 年度各地区役員及び各専門部名簿・・・2 月 28 日(土) 

・記載用名簿・・・（別紙⑧） 

・最終確認・・・3 月 6 日(金)理事会 

・改選年度の為、各地区・専門部は準備が必要となる。 

・役員名簿キッズ部副部長  変更 ⇒ 櫻井崇裕（北杜 UFC）退任し 

2 名 栗林秀年(U スポーツ)、石川龍（ユナイテッド韮崎 SC）が担当する。 

・各地区、各部の報告をお願いする。 

 

■各専門部総会資料 ・・・3 月 20 日(金) 

・「2025 年度事業報告及び決算報告」並びに「20２６年度事業計画及び予算案」  

・決算報告については事業終了後になる 

・決算書には「監査報告書」を添付 

 

■4 種会計・・・3 月 20 日(金) 

・2025 年度決算報告・特別会計 2026 年度予算案 

 

■指導者登録申請書及び評議員名簿・・・3 月２０日(金) 

・各地区が取りまとめて、必ず 2036 年度版用紙を使用の上提出してください 

・用紙は委員長が 2 月 20 日までに地区理事宛に配信する 
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※全ての提出物は期限前でも良いので早めの提出をお願いします。 

 

(6)  その他 

(ア)  競技会規則資料の確認・・・・・(別紙⑪) 

 

(イ) VF 甲府ホームゲーム設営撤収動員・・・（別紙⑬） 

・２０２６明治安田生命 J2・J3 百年構想リーグ 第 6 節 

・3 月 14 日(土) JIT スタジアム 

・原則としては役員対応だが都合がつかない場合は 2 週間前に代理者を報告すること。 

 

(ウ)  2026 年度会計について（継続） 

前回理事会でも 2025 年の会計収支について逼迫している状況が報告された。 

特別会計を崩して対応する可能性があり、次年度以降の 4 種運営費の増額や大会参加

費の徴収を検討する必要がある。 

※本理事会、報告事項 ① YFA 種別ヒアリングの報告後に協議した通り進める。 

 

(エ)  決算報告会計監査報告用紙・・・(別紙⑬) 

・各専門部の会計監査報告には本報告用紙を使用する。 

 

【今後の予定】 

・4/11（土）  2026 年度 4 種定期総会  昭和町総合会館 2F 午後 2 時～ 

 

 令和８年３月８日 

議事録担当：１郡東 ２郡南 ３峡北 ４峡中 ５甲府 ６峡東 ７郡東 

議事録担当：郡東地区 


